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　12月16日、六戸高等学校の生徒12名による模擬議会が開催
されました。高校生議員たちは地域課題を調査、考察し、高
校生ならではの視点で町執行部へ提案をなげかけました。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
な
ら

び
に
町
政
全
般
に
対
し
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
開
始
し
、
い

ま
だ
に
終
息
が
見
え
ず
、
こ
の

侵
攻
に
よ
っ
て
日
本
は
も
と
よ

り
世
界
経
済
に
大
打
撃
を
与
え

て
お
り
、
日
本
国
内
で
は
円
安

に
よ
る
国
民
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
完
全
終
息
に
至
ら
ず
、
ま

だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
政
に
携
わ

り
、
日
本
経
済
の
立
て
直
し
、

諸
外
国
と
の
友
好
関
係
な
ど
に

尽
力
さ
れ
た
安
部
晋
三
元
首
相

が
、
７
月
８
日
遊
説
先
で
凶
弾

に
倒
れ
、
他
界
さ
れ
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　
８
月
上
旬
に
は
、
大
雨
に
よ

る
災
害
が
青
森
県
全
域
で
発
生

し
、
六
戸
町
で
も
農
地
・
農
作

物
、
道
路
が
被
災
し
、
町
内
の

主
要
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
第
１
０
４
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
で
は
、

宮
城
県
代
表
の
仙
台
育
英
高
校

が
東
北
勢
念
願
の
初
優
勝
を
果

た
し
、
大
き
な
歓
喜
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
青
森
県
内
に
お
い
て
は
11
月

27
日
に
六
戸
町
か
ら
七
戸
町
に

至
る
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る

上
北
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、

交
通
・
移
動
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
。

　
六
戸
町
で
は
、
小
松
ケ
丘
地

区
で
進
め
て
い
ま
し
た
公
共
下

水
道
整
備
が
完
了
し
、
10
月
下

旬
に
供
用
開
始
さ
れ
、
地
域
の

多
く
の
方
々
に
快
適
な
生
活
の

た
め
の
役
目
を
担
う
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
議
会
で

は
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
の
開
催
を
見
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
が
、
12
月
16
日
に
は
、
令

和
５
年
３
月
末
で
閉
校
と
な
る

青
森
県
立
六
戸
高
等
学
校
３
年

生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
議
会

を
開
催
し
、
有
権
者
の
自
覚
・

選
挙
権
の
重
要
性
を
含
め
た
、

活
発
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
議
会

運
営
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
進

め
る
な
ど
、
議
会
の
役
割
と
責

任
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
議

員
間
討
議
に
よ
る
個
々
の
資
質

向
上
を
図
る
な
ど
、
更
な
る
議

会
改
革
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町

民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
町
執

行
機
関
と
お
互
い
に
緊
張
感
を

持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

町
民
の
幸
せ
を
願
い
、
皆
さ
ま

と
共
に
歩
む
議
会
と
な
れ
る
よ

う
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
尚
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
改
め
て
コ
ロ
ナ
禍

の
終
息
を
願
い
、
六
戸
町
の
皆

さ
ま
が
、
温
か
い
心
で
新
た
な

視
点
で
結
び
付
き
、
こ
の
難
局

を
乗
り
切
っ
て
い
く
こ
と
を
強

く
願
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月

　
　
六
戸
町
議
会
議
長

　
川 

村
　 

重 

光

新
年
新
年
のの
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

町
民
の
幸
せ
を
願
い
、

　
皆
さ
ま
と
共
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

　

12月16日に開催された、模擬議会に参加した六戸高校の生徒さんの感想を紹介します。模擬議会
トピックス
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12
月
定
例
会
が
12
月
２
日
か
ら
６
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
条
例

改
正
や
専
決
処
分
の
報
告
、
補
正
予
算

な
ど
19
件
の
案
件
が
町
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
し
た
結
果
、
議
員
全

員
賛
成
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
４
議
員
が
登
壇
。

豪
雨
災
害
に
つ
い
て
の
支
援
対
策
や
、

地
域
の
活
性
化
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

質

疑

豪
雨
被
害
の
対
応

問　
下
田
敏
美
議
員

　
災
害
復
旧
工
事
の
今
後
の

予
定
は

答　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
に
１
億
７
９
１

２
万
円
を
増
額

　
令
和
４
年
度
六
戸
町
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
に
１
億
７
９
１
２
万
円
を

増
額
し
、
総
額
67
億
９
１
２

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特

別
会
計
も
増
額
補
正
と
な
り

ま
し
た
。（
８
㌻
の
表
を
ご

12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

町議会議員選挙と町長選挙
選挙運動費用の一部を

公費で負担

覧
く
だ
さ
い
。）
主
な
補
正

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
十
和
田
観
光
電
鉄
交
通
バ

ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
推
進

事
業　
　
　
１
４
６
万
円

▼
社
会
福
祉
施
設
等
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業

　
１
０
６
０
万
円

▼
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

事
業
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た

り
５
万
円
を
給
付
）

６
５
０
０
万
円

▼
運
送
事
業
者
に
対
し
燃
料

費
高
騰
対
策
運
送
業
等
継

続
支
援
事
業

　
６
０
０
万
円

▼
農
林
災
害
復
旧
工
事

　
５
８
３
４
万
円

▼
定
住
対
策
住
宅
建
設
補
助

事
業　
　
１
０
５
０
万
円

条
例
改
正

◆
町
職
員
の
定
年
を
65
歳
ま

で
段
階
的
に
引
き
上
げ

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ

り
職
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
上
げ
、

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢

制
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

制
な
ど
を
設
け
る
よ
う
改
正

し
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
は
、
１
月
以

降
に
交
付
決
定
に
な
り
、
１

月
下
旬
頃
に
工
事
の
発
注
の

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
土
木
災
害
復
旧
工

事
に
つ
い
て
も
、
11
月
に
査

定
を
受
け
、
工
事
が
認
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
１
月
以
降

に
交
付
申
請
、
交
付
決
定
と

な
る
予
定
で
す
。

　
工
期
が
短
い
も
の
に
つ
い

て
は
年
度
内
に
発
注
し
、
工

期
が
長
く
か
か
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
ま
で
の
工

期
で
発
注
に
な
る
見
込
み
で

す
。

定

住

対

策

問　
種
市
正
孝
議
員

　
新
築
住
宅
へ
の
補
助
事
業
、

今
年
度
の
申
請
件
数
の
見
込

み
は

答　
高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　
課
長

　
10
月
20
日
現
在
で
24
件
の

申
請
が
出
て
い
ま
す
。
内
訳

は
、
小
松
ケ
丘
地
区
が
14
件
。

そ
れ
以
外
の
地
区
は
10
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

50
件
の
新
築
の
住
宅
が
建
つ

見
込
み
で
す
。

条
例
改

正

　

町
村
長
の
選
挙
や
町
村

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
資

産
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

立
候
補
や
選
挙
運
動
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
町
で
も

条
例
を
制
定
し
、
選
挙
運

動
費
用
の
一
部
を
公
費
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

選挙区分
公費負担の有無

選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター作成

選挙運動用
ビラ作成

町長選挙
改正前 × × ×
改正後 ○○ ○○ ○○

町 議 会
議員選挙

改正前 × × 頒布不可
改正後 ○○ ○○ ○○

公費負担の改正前後比較

班で話し合うごとに１つにまとまったと感じることができました。実際に傍聴席で議会を見ましたが、
緊張感を改めて感じることができ、良い体験をしたと思いました。（平山大地）

模擬議会
トピックス
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一
般
質
問

長
なが

根
ね

 一
かず

男
お

議員

金矢・駒沢線の拡幅整備は
対応ができないか検討 ― 町長

問問　
８
月
豪
雨
に
よ
る
、

農
作
物
の
被
害
に
対
し

て
の
支
援
対
策
は

町
長
町
長　
ゴ
ボ
ウ
畑
の
滞
水

に
よ
る
腐
敗
や
、
長

芋
畑
の
穴
落
ち
な
ど
の
確
認

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
価
格

の
変
動
も
あ
る
た
め
、
被
害

の
全
容
把
握
が
難
し
い
状
況

で
す
。
今
後
、
周
辺
の
自
治

体
の
状
況
及
び
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
農
業
委
員
会
で
は
、

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か

農
業
委
員
会
会
長

農
業
委
員
会
会
長　
農
業
委
員

会
で
は
、
日

々
被
害
状
況
を
確
認
し
て
お

り
、
収
穫
が
半
作
以
下
の
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

農
家
全
体
に
対
し
て
の
支
援

策
の
検
討
を
、
農
政
課
に
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

12
月
定
例
会
は
、
４
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問問　
８
月
豪
雨
の
被
害
で

の
農
地
・
農
業
用
施
設
、

町
道
の
復
旧
状
況
は

町
長
町
長　
農
地
・
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
国

の
農
林
災
害
復
旧
工
事
の
対

象
と
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、

交
付
決
定
に
な
り
次
第
、
工

事
を
発
注
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
農
林
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
、
水
路
と
道
路
の
農

業
用
施
設
は
、
起
債
事
業
の

小
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
、

復
旧
工
事
を
順
次
発
注
し
て

い
ま
す
。

　
町
道
の
復
旧
状
況
は
、
県

へ
公
共
土
木
災
害
報
告
を
行

い
、
事
業
費
60
万
以
上
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
5
路
線
全

て
の
災
害
復
旧
工
事
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
3
路
線
は

早
期
に
発
注
し
、
年
度
内
に

完
了
の
予
定
で
す
。
残
り
の

２
路
線
は
、
工
事
が
長
期
間

要
す
る
た
め
、
来
年
度
の
発

注
を
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
七
百
・
高
舘
線
の
片

側
通
行
の
箇
所
は
、
冬

場
の
走
行
に
影
響
が
あ
る
の

で
は
。
交
通
事
故
防
止
の
対

策
は

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長　
今
後
、
事

故
防
止
の
対

策
の
た
め
に
、
融
雪
剤
散
布
、

幅
員
減
少
等
の
看
板
を
設
置

し
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問問　
金
矢
工
業
団
地
か
ら

県
道
８
号
線
、
八
戸
・

野
辺
地
線
へ
接
続
す
る
町
道

金
矢
・
駒
沢
線
の
拡
幅
整
備

と
そ
れ
に
伴
う
、
金
沢
踏
切

の
拡
幅
整
備
を
要
望
す
る
考

え
は町

長
町
長　
こ
の
路
線
は
、
沢

地
沿
い
に
あ
る
た
め
、

急
傾
斜
な
ど
地
形
上
の
問
題

８
月
豪
雨
被
害
へ
の
支
援
対
策
は

財
政
状
況
を
踏
ま
え
検
討
―
町
長片側通行となり、道幅が

狭くなっている七百・高舘線

や
、
青
い
森
鉄
道
の
踏
切
、

姉
沼
川
に
架
か
る
橋
梁
や
、

三
沢
市
と
隣
接
し
て
い
る
な

ど
の
、
課
題
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
町
民
の
必
要

性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
県
も

含
め
対
応
が
で
き
な
い
か
、

調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

姉沼川

古間木川

8

22

青い森鉄道
金矢工業団地

小松ケ丘

古間木

ファースト
プライウッド㈱

●

六戸霊園
●

三沢
商業高
●

8

姉沼川

八戸・野辺地線
（県道８号）

8

三沢・七戸線
（県道22号）

町
道
金
矢
・
駒
沢
線
、
金
沢
踏
切
の
位
置

　

この模擬議会が今後の六戸町の活性化に繋がってくれればいいなと思いました。（米田恵美）模擬議会
トピックス
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一
般
質
問

小松ケ丘地域に
駐在所は

状況に変化があれば要望する
― 町長

問問　
義
務
教
育
学
校
六
戸

学
園
の
総
事
業
費
の
今

後
の
見
通
し
は

町
長
町
長　
義
務
教
育
学
校
六

戸
学
園
の
概
算
総
事

業
費
を
85
億
5
千
万
円
と
し
、

来
年
度
の
当
初
予
算
に
向
け

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
補
助
金

と
地
方
債
を
除
く
部
分
は
、

学
校
建
設
基
金
の
取
崩
し
で

賄
う
予
定
で
す
。
地
方
債
に

つ
い
て
も
、
将
来
の
財
政
負

担
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
起
債
を

活
用
で
き
る
見
通
し
で
す
。

久
きゅうでん

田 伸
しん

一
いち

議員

義務教育学校の総事業費は
概算総事業費85億５千万円 ― 町長

問問　
将
来
の
財
政
負
担
の

見
通
し
は

町
長
町
長　
財
政
運
営
に
関
し

て
は
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
策
定
し
、
５

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
学
校
建
設
事
業
を
反

映
し
た
今
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
般
財
源
を
で

き
る
だ
け
抑
制
し
た
事
業
を

組
み
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問問　
町
の
活
性
化
の
た
め

に
、
当
町
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
す
る
考
え

は町
長
町
長　
当
町
と
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
有
効
性
は
理
解
し
つ

つ
も
、
活
動
目
標
設
定
や
、

任
期
終
了
後
の
移
住
定
着
へ

向
け
て
の
環
境
整
備
が
整
っ

て
い
な
い
と
判
断
し
、
募
集

は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問問　
個
人
事
業
主
が
、
規

模
拡
大
な
ど
、
新
た
に

事
業
を
展
開
し
た
い
場
合
に

利
用
で
き
る
、
補
助
制
度
を

創
設
し
て
は

町
長
町
長　
現
在
、
中
小
企
業

に
対
す
る
町
独
自
の

経
営
支
援
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
町
の
財
政
は
、
計
画
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
楽

観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
た

め
、
今
後
、
町
独
自
の
支
援

策
の
必
要
性
と
有
効
性
を
十

分
に
検
討
し
、
制
度
化
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
平
成
29
年
度
に
、
駐

在
所
の
設
置
に
つ
い
て

要
望
を
し
ま
し
た
。
５
年
経

過
し
た
が
、
経
過
と
定
期
的

要
望
活
動
の
考
え
は

町
長
町
長　
小
松
ケ
丘
地
区
へ

の
駐
在
所
を
新
設
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
変
化
が
な
い
限
り
、
定
期

的
な
要
望
活
動
は
、
現
在
考

え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
犯
罪

や
事
故
が
増
加
し
て
い
る
な

ど
、
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
改
め
て
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

町
の
活
性
化
を

環
境
整
備
が
整
え
ば
検
討
―
町
長

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
…

都
市
か
ら
地
方
へ
移
住
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開

発
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
協
力
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度

令和７年度開校予定の義務教育学校六戸学園

全体的に前向きな回答だったので、私たちが六戸のために考えたことが１つでも多く
実現して欲しいと思った。（工藤温葵）

模擬議会
トピックス
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一
般
質
問

種
たね

市
いち

 正
まさ

孝
たか

議員

問問　
当
町
で
の
小
・
中
学

校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
状
況
は

教
育
長

教
育
長　
教
員
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
教

員
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
、

よ
り
有
効
な
端
末
の
活
用
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
方
が
、
報
酬
の
面
を

含
め
て
な
か
な
か
見
つ
か
り

づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。

問問　
今
後
の
配
置
予
定
は

教
育
長

教
育
長　
新
設
す
る
町
立

義
務
教
育
学
校
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
整
備
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
学
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
保
守
や
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
、
デ
ー
タ
管
理
を
専
門
業

者
に
委
託
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る
支
援
、
機
械

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
へ

の
対
応
や
、
時
代
に
沿
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
使

用
方
法
を
含
め
、
教
員
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問　
教
職
員
の
習
熟
度
の

差
の
改
善
や
負
担
軽
減

の
為
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

早
急
に
配
置
し
て
は

教
育
長

教
育
長　
校
内
で
の
研
修

が
進
ん
で
お
り
、

習
熟
さ
れ
て
い
る
方
と
さ
れ

て
い
な
い
方
の
差
が
、
加
速

的
に
縮
ま
っ
て
い
る
現
状
で

す
が
、
さ
ら
に
、
研
修
を
深

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
内
容
を
含
め
た
ア
プ

リ
に
つ
い
て
の
専
門
性
を
持

っ
た
方
で
、
学
校
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
自
由
な
時

間
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方

が
、
近
隣
に
は
な
か
な
か
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
状
況
は

な
か
な
か
見
つ
か
り
づ
ら
い
の
が
現
状

―
教
育
長

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
業
務
…

学
校
に
お
け
る
授
業
や
校
務
、

研
修
等
の
支
援
、
機
器
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
環
境
支
援
な
ど
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
際
に
、
そ

れ
ら
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

問問　
乳
幼
児
等
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

事
業
の
対
象
者
が
生
後
６
か

月
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
理
由
は

町
長
町
長　
令
和
２
年
度
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
に
備
え
、
日
本
感
染
症
学

会
の
提
言
で
強
く
推
奨
さ
れ
、

今
年
度
ま
で
対
象
範
囲
を
変

え
ず
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問問　
物
価
高
騰
の
中
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
事
業
の
対
象
者
を
中

学
生
ま
で
拡
大
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
個

人
の
判
断
に
よ
る
任
意
接
種

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
対
応
す
る
の
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
か
を
検
討
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　ワクチン接種補助を
中学生までに

ベストな対応を検討したい ― 町長

インフル
エ ン ザ

13歳未満は2回接種が推奨されている
インフルエンザワクチン

ＩＣＴ支援員などの外部人材を活用した
「指導体制」の強化も必要では

　

９か月間、町を良くするために、各班で質問を考えてきました。前向きな検討や、現状では厳しい
ことなどを知ることができました。今後、町が少しでも良くなればと思います。（小向流星）

模擬議会
トピックス
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一
般
質
問

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

部
活
動
の
地
域
移
行
は

協
議
会
を
設
置
し
検
討
―
教
育
長

問問　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
令

和
7
年
度
末
を
目
途
に

部
活
動
を
地
域
へ
移
行
す
る

よ
う
提
言
を
示
し
ま
し
た
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か　

教
育
長

教
育
長　
令
和
４
年
12
月

中
に
六
戸
町
ス
ポ

ー
ツ
等
の
活
動
に
お
け
る
地

域
移
行
検
討
協
議
会
を
設
置

問問　
当
町
の
全
て
の
小
・

中
学
校
を
統
合
し
、
義

務
教
育
学
校
へ
至
っ
た
経
緯

は町
長
町
長　
六
戸
高
校
の
閉
校

と
結
び
つ
け
、
将
来

的
に
想
定
さ
れ
る
大
幅
な
少

子
化
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
学
校
施
設
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、

今
後
の
望
ま
し
い
学
校
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
包
括

的
、
総
合
的
に
検
討
し
、
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

問問　
新
義
務
教
育
学
校
に

期
待
す
る
こ
と
は

町
長
町
長　
当
町
の
児
童
生
徒

は
、
将
来
的
に
間
違

い
な
く
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
包
括
的
、

総
合
的
な
発
想
で
、
県
内
で

義務教育学校建設の経緯と進捗は
統合することで少子化に対応と判断 ― 町長　
令和７年４月開校に向けて順調 ― 教育長

は
稀
な
例
と
な
る
、
六
戸
モ

デ
ル
と
し
て
教
育
環
境
を
整

え
、
将
来
に
わ
た
り
学
び
あ

う
学
校
環
境
が
実
現
で
き
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

問問　
昨
今
の
社
会
情
勢
は

イ
ン
フ
レ
傾
向
に
あ
り
、

諸
物
価
も
高
騰
し
て
い
る
。

学
校
建
設
資
材
の
高
騰
に
よ

り
、
建
設
費
が
増
大
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
が
そ
の
対

応
は町

長
町
長　
学
校
建
設
に
使
用

す
る
木
材
を
、
町
内

に
あ
る
誘
致
企
業
か
ら
調
達

し
た
り
、
使
用
す
る
備
品
を

再
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
、

調
整
し
て
い
く
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。

問問　
資
材
が
高
騰
し
て
建

設
費
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

当
初
の
設
計
通
り
進
め
る
考

え
は
あ
る
か

町
長
町
長　
教
育
施
設
は
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
建
て
て
い
く
、
造
り
上
げ

て
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
役
目

だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

問問　
こ
こ
ま
で
の
義
務
教

育
学
校
建
設
へ
の
進
捗

状
況
は

教
育
長

教
育
長　
今
年
度
は
義
務

教
育
学
校
開
校
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。
学
校

名
は
六
戸
町
立
義
務
教
育
学

校
六
戸
学
園
と
決
定
、
事
業

費
は
概
算
総
事
業
費
85
億
5

千
万
円
で
す
。
ま
た
、
学
校

図
書
館
と
町
立
図
書
館
の
機

能
を
併
用
さ
せ
、
充
実
し
た

施
設
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問問　
ど
の
よ
う
な
学
校
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
開
校
に

向
か
う
の
か

教
育
長

教
育
長　
ふ
る
さ
と
六
戸

町
に
愛
着
と
誇
り

を
持
ち
、
新
し
い
時
代
を
主

体
的
に
切
り
拓
く
人
材
の
育

成
の
教
育
理
念
の
下
、
施
設

一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
の

特
性
を
生
か
し
た
学
校
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
環
境

整
備
と
活
動
の
場
を
確
保
し
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
の
地
域

移
行
の
検
討
を
始
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
在
り

方
も
含
め
、
指
導
体
制
や
指

導
者
育
成
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
考
え
で
す
。

部活動の地域移行で、子ども達の望む未来へ
（写真は、六小スポーツ少年団卓球部）

模擬議会を通し、高校生が町民のために案を出すことは、若い人に関心を持たせるいい機会だと思いました。
一般質問のやりとりは、内容が濃く、聞いていて楽しく思いました。（佐々木駿斗）

模擬議会
トピックス
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審議した議案の 否賛
議　　案　　名 採決

賛否
審査
結果

採決
日

専決処分 令和４年度六戸町一般会計補正予算（第４号）（9194万円を増額補正） 承
認

12
月
６
日

協定の
一部変更

定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結について
（協定の一部に、男女共同参画社会の形成を推進する取り組み及びデジタル化推進体制
に関する取り組み内容を追加）

全
員
賛
成

可　
　

決

条例改正

六戸町認可地縁団体印鑑登録証明条例の一部を改正する条例（法令改正に伴い、引用す
る法律を地方自治法の規定されている条項に変更するため、所要の文言等の修正）
六戸町議会議員及び六戸町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例（公職
選挙法の一部を改正する法律の公布に伴い、六戸町議会議員選挙及び六戸町長選挙に
おける選挙行為を拡大するための規定の整備）
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例（法令
改正に伴い、職員の定年年齢を段階的に引上げするため、関係法令の改正等に伴う規定
の整備）
六戸町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例（法令改正に伴い、定年年齢、
役職定年制、定年前再任用短時間勤務制及び翌年度に60歳となる職員への情報提供な
どの規定の整備）
職員の高齢者部分休業に関する条例（法令施行のため、職員の高齢者部分休業に関して
の必要な規定の整備）
六戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（青森
県人事委員会勧告の給与改正に準じ、期末手当を引き上げ）
六戸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（青森県の人事委員会
勧告の給与改正に準じ、期末手当を引き上げ）
六戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（青森県人事委員会勧告の給与
改正に準じ、期末手当、給与月額等を引き上げ）
六戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例（青森県の重度心身障害
者医療費助成制度の見直しに伴い、県の取扱いに準じて、所要の規定の整備）

令和４年度
補正予算

一般会計補正予算（第５号）（1億7912万円を増額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（1212万円を増額補正）

下水道事業特別会計補正予算（第３号）（3117万円を増額補正）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）（279万円を増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）（273万円を増額補正）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）（12万円を増額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）（1468万円を増額補正）

工事の契約
工事の請負契約の変更（小松ケ丘処理区流域下水道接続20工区（処理場撤去）工事、汚
泥処理工の追加のため金額変更）

審
議
し
た
議
案 

第５回定例会（開会12月２日）

議会を傍聴しませんか？
次は３月に定例会があります。　■問　議会事務局　☎55－4547

傍聴の際は
コロナウイルス
感染症対策に
ご協力ください

間隔を空けて
お座りください

手指の消毒に
ご協力ください

マスクの着用に
ご協力ください

　

町の特産品が少ない状況で、来年には自分達がビオトープで活動したメイプルシロップが
町の特産品になるという喜ばしい答えを聞くことができ、とても良かったです。（平詩音）

模擬議会
トピックス
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委
員
会
活
動
ほ
か

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ

ん
の
羊
水
の
中
に
い
て
、

心
臓
の
拍
動
で
へ
そ
の

緒
を
通
し
て
血
液
を
や
り
取
り
し
、
酸

素
と
栄
養
を
も
ら
い
二
酸
化
炭
素
と
老

廃
物
を
戻
し
て
い
る
。
肺
呼
吸
は
出
産

時
に
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
と
な
り
、『
お
ぎ
ゃ

ー
お
ぎ
ゃ
ー
』
の
産
声
と
と
も
に
空
気

を
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、
自
分
自
身

の
血
液
循
環
を
完
成
す
る
」
と
あ
る
科

学
者
が
書
い
て
い
た
。

　

そ
う
、
赤
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
て
初
め

て
の
呼
吸
は
、
お
ぎ
ゃ
ー
と
吐
い
て
か

ら
吸
う
の
だ
。

　

私
の
経
験
で
、
登
山
の
登
り
始
め
は
、

つ
い
息
を
吸
お
う
吸
お
う
と
過
呼
吸
に

な
る
。
ま
た
水
泳
や
マ
ラ
ソ
ン
の
呼
吸

法
も
色
々
試
し
た
が
、
思
い
っ
き
り
吐

い
て
か
ら
吸
う
方
が
良
い
。

　

最
近
始
め
た
座
禅
も
呼
吸
が
大
事
だ
。

ゆ
っ
く
り
奥
ま
で
吐
い
て
を
繰
り
返
す

と
心
が
落
ち
着
く
。
30
分
の
座
禅
で
、

１
５
０
～
１
８
０
回
の
呼
吸
数
で
あ
る

か
ら
、
1
分
間
で
5
～
6
回
の
呼
吸
数

で
あ
る
。

　

ま
ず
は
全
て
を
吐
い
て
か
ら
吸
う
。

受
験
生
の
皆
さ
ん
、
試
験
前
に
ど
う

ぞ
！　
　
　
　
　
　
　

  　
（
杉
山
茂
夫
）

切
さ

の

呼
吸

大

所管課の説明を受ける

８月豪雨、コロナ対応　その後の進捗状況

　総務常任委員会では、所管事務調査
を行った。

　内容については、
１．六戸町職員の定年等について（総務課）
２．六戸町議会の個人情報の保護に関する条
例について（総務課）

３．令和４年４月１日から現在までの基金管
理・運用状況と債権運用状況について（会計
課）

　町職員の定年年齢の引き上げで、経験豊かな
職員の知見や技術などを若手職員に継承できる
よう、今後、人材育成の強化や、新採用の組織

　産業民生常任委員会では、所管事務
調査を行った。

　内容については、
１．８月大雨による被害箇所の復旧に関する
進捗状況（農政課、建設下水道課）

２．新型コロナウイルス感染症の状況と今後
の対応（福祉課）

　８月大雨の災害復旧箇所の受け付けは済み、
県へも申請済みとの事だったので、決定後の手
続きをスムーズに行っていただき、被害箇所の
早期復旧に努めていただきたいと思う。
　また、町内の農業被害では10月末現在で長芋
6530万円、ごぼう2200万円と想定していたが、

の若返りなど、働きやすい環境づくりについて
も考えていって欲しいと感じた。
　また、基金管理、債券運用状況については、世
界の経済状況が不安定であることから、運用の
見通しが立てにくいと思うが、今後も適切な運
用を心掛けていただきたいと思う。

それ以上に被害が想定されており、特に長芋に
ついては、場所によっては５割から６割、収穫
が少ないとのことだった。そのため、町でも今
後、種子助成を検討しており、年度内に町内の
耕作者に対して支援をしていくことを確認する
ことができた。対象者に支援が平等に行き渡る
ようにしてもらいたいと意見がだされた。
　福祉課からは、コロナワクチン接種状況等の
聞き取りを行った。今後も町からコロナ患者を
減らすように情報発信をし、ワクチン接種につ
いての啓発活動に努めていただきたいと思う。

12
21

総務常任委員会

産業民生常任委員会

12
20

町のため、子どもたちのために今後更に町を発展させてほしいと思った。（田嶋開）
普段入ることのない傍聴席で聴くことができて、良い経験となりました。（沢口寿真）

模擬議会
トピックス
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吉
津
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伯
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江府町10/20
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島根県

島根県
飯南町10/19
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　　　　　　令和4年10月18日から21日まで、県外
行政視察研修を行いました。
　議会では、議員個々の資質を高め、先進地から学
び、政策提言につなげることを目的とし、島根県飯
南町議会、鳥取県江府町議会、鳥取県琴浦町議会の
３町を視察しました。
　視察した内容と研修報告を要約してご紹介します。

           察先はこんなところ【自治体データ】

広島県との県境にある町。面積242.84㎢のうち約９割は森が占め、町全体が標高約450㍍の高原地帯にある。また、大しめ縄
の町とも言われており、日本最大級の大注連縄を出雲大社に奉納。宝島社「2022年版　住みたい田舎ベストランキング『子育て
世代が住みたいまち』部門全国第1位」　人口4560人（R5.1.1現在）

鳥取県中部に位置し、南部は、秀峰大山から連なる山地に囲まれ、北は日本海にも面した、海と山に囲まれた町。宝島社「2022
年版住みたい田舎ベストランキング　『若者世代が住みたいまち』『子育て世代が住みたいまち』部門全国第2位」
人口1万6434人（R5.1.1現在）

鳥取県西部にそびえる秀峰大山の南側の麓に位置し、西部経済圏の中心である米子市へは25㎞の距離にある。周辺は「奥大山」
と呼ばれ、豊かな自然に囲まれている。キャッチコピーは「人口3000人の楽しい町」。人口2617人（R4.12.31現在）

説
明
を
す
る
飯
南
町
職
員

視察研修レ
ポート

島
根
県
飯
南
町

テ
ー
マ

「
移
住
・
定
住
促
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

結
婚
祝
い
金
・
出
産
祝
い
金

（
第
1
子
か
ら
第
3
子
ま
で
）
や
、

子
育
て
世
帯
の
2
歳
未
満
の
乳
幼

児
に
対
し
て
、
毎
月
5
千
円
分
の

お
む
つ
を
支
給
。
ま
た
、
高
校
卒

業
ま
で
医
療
費
無
料
、
保
小
中
一

貫
教
育
な
ど
、
絶
え
間
な
い
子
育

て
支
援
策
が
あ
る
こ
と
に
感
心
し

た
。

　
町
総
合
病
院
で
は
医
師
7
名
体

制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
、
小

児
科
、
産
婦
人
科
も
あ
っ
た
。

　
定
住
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、

定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
25
年
賃
貸

後
は
土
地
建
物
の
所
有
権
を
譲
渡

す
る
制
度
）
や
、
住
宅
関
連
の
支

援
補
助
（
最
大
４
１
０
万
円
）
を

行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
町
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
町
内
企
業
が
連
携

し
、
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
、
人
材

確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
定

住
推
進
員
が
随
時
、
移
住
就
職
相

談
に
応
じ
て
い
た
。

　
そ
の
他
に
、
現
地
で
最
長
1
か

月
間
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
施
設

が
あ
る
こ
と
に
も
驚
い
た
。

　
飯
南
町
の
年
間
の
予
算
規
模
は

一
般
会
計
で
約
90
億
。
子
育
て
世

代
を
中
心
と
し
た
、
定
住
・
移
住

対
策
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

町
に
住
ん
だ
場
合
の
安
心
感
や
魅

力
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
説
明
す
る
担
当
者
か
ら

は
ア
イ
デ
ア
の
豊
富
さ
や
、
や
る

気
が
と
て
も
感
じ
ら
れ
、
職
員
と

移
住
者
、
町
民
と
の
一
体
感
が
、

そ
の
事
業
の
取
り
組
み
か
ら
感
じ

ら
れ
感
心
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
町
を
あ
げ
て
育

児
支
援
、
住
宅
支
援
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
毎
年
約
50
人
も
の
人
が

移
住
を
決
意
し
て
い
る
の
で
は
な

奥大山を背に江府町議会の皆さんと

さまざまなお土産品が
並んでいた道の駅

島根県
飯南町

視

鳥取県
琴浦町

鳥取県
江府町

鳥
取
県
琴
浦
町

テ
ー
マ

「
ブ
ラ
ン
ド
作
物
の
振

興
、
活
性
化
研
究
会
に
つ
い
て
」

　
農
業
・
畜
産
・
漁
業
が
盛
ん
で
、

「
小
さ
い
く
せ
に
ぜ
ん
ぶ
あ
る
。」

を
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

時
代
の
流
れ
に
対
応
し
た
施
策
や

町
民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。
町
内

に
は
、
食
品
を
作
る
会
社
や
事
務

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
地
場
産
品

と
の
コ
ラ
ボ
で
加
工
商
品
が
豊
富

に
開
発
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｂ

Ｕ
Ｙ
コ
ト
ウ
ラ
運
動
で
、
町
で
作

ら
れ
た
も
の
は
、
琴
浦
町
内
で
消

費
す
る
事（
地
産
地
消
）で
町
を
元

気
に
し
て
い
く
運
動
を
し
て
い
た
。

　
当
町
の
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
は
中

央
に
目
を
向
け
て
活
動
を
し
て
い

る
が
、
地
産
地
消
を
考
え
て
地
元

消
費
の
ロ
ー
カ
ル
な
考
え
を
持
た

な
い
と
良
い
成
果
に
結
び
付
か
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
農
業
研
修
制
度

を
取
り
入
れ
て
お
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
農
家
で

農
業
研
修
を
実
施
し
、
就
農
を
目

指
す
希
望
者
を
関
係
機
関
で
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
た
。
報
酬
を
貰
い

な
が
ら
町
内
の
農
家
で
２
・
３
年

間
実
践
研
修
を
行
う
。
期
間
中
は

宿
泊
で
き
る
施
設
も
あ
り
、
担
い

手
を
確
保
し
て
い
た
。
就
農
準
備

な
ど
全
般
的
に
支
援
し
て
お
り
、

当
町
で
も
新
規
就
農
者
の
確
保
の

た
め
、
細
や
か
な
支
援
体
制
が
必

要
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
生
産
性
が
上
が
る

か
、
日
々
研
究
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
内
容
で
、
こ
の
差
は
ど
こ

か
ら
来
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る

研
修
で
し
た
。

鳥
取
県
江
府
町

テ
ー
マ

「
義
務
教
育
学
校
、
議

会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に

つ
い
て
」

　
平
成
26
年
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
目
指
し
、
議
会
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
。
議
会
単
独
で
運
用
の
た

め
、
情
報
伝
達
が
主
な
使
用
で
、

令
和
４
年
度
か
ら
説
明
会
な
ど
の

一
部
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た
め

試
験
的
に
始
め
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
の
先
輩
と
し
て
、
議
長
は

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
議
員
に

言
っ
て
い
る
こ
と
が
、
印
象
に
残

っ
た
。

　
当
議
会
も
令
和
4
年
9
月
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
が
、
現

在
は
情
報
の
伝
達
が
主
で
あ
る
。

早
め
に
執
行
部
と
共
に
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
目
指
し
た
い
と
感
じ
た
。

　
義
務
教
育
学
校
の
研
修
は
、
１

年
生
か
ら
5
年
生
の
奥
大
山
江
府

学
園
ブ
ナ
の
森
校
舎
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
授
業
参
観
も
兼
ね
て
行
っ
た
。

6
年
生
か
ら
9
年
生
は
日
野
川
校

舎
に
通
学
し
て
お
り
、
施
設
分
離

型
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
っ
た
。

施
設
に
つ
い
て
は
既
存
の
校
舎
を

使
用
し
、
出
来
る
だ
け
お
金
を
掛

け
な
い
で
造
り
あ
げ
た
。
制
服
は

6
年
生
か
ら
で
、
ブ
レ
ザ
ー
型
の

制
服
（
4
万
円
程
）
は
町
で
全
額

負
担
し
て
い
た
。

　
当
町
は
義
務
教
育
学
校
施
設
に

80
億
円
規
模
の
予
算
を
見
込
ん
で

い
る
。
規
模
に
見
合
う
子
ど
も
達

へ
の
教
育
成
果
を
願
う
も
の
で
あ

る
。

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
当
町
で
も
町
と
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
、
定
住
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

先
進
地
か
ら
学
ぶ

見て、聴いて

考えた

　

今まで考えてきた質問に対して、とても前向きな回答をしてもらうことができたので、
質問を考えて良かったと思いました。ありがとうございました。（三浦由聖）

模擬議会
トピックス

提案を町が納得してくれるためには、町民の意見や具体的な数字を出すことが大切だと思いました。
また、町が補助をするためには、条件が多く簡単にできる事ではないことが分かりました。（中澤楓）

模擬議会
トピックス



令和５年２月３日発行　12

　高校生による模擬議会が、12月16日（金）六戸町役場議事堂で開催されました。
　六戸高等学校３年生41名は12グループに分かれ、自分達で町の課題を掘り起こし、町執
行部へ質問をしました。生徒の皆さんの高校生模擬議会に向けた取り組みや、町政へどの
ような質問をしたのか紹介します。

私 た ち の 声 で 未 来 を

　

特
集　
高
校
生
模
擬
議
会

模擬議会でたくさん学ばせていただきました。予想とは違った回答がきたのですごく驚きました。
六戸町が住みやすくてよりよい町になることを願っています。（飯田雪恵）

模擬議会
トピックス
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特
集　
高
校
生
模
擬
議
会

高 校 生 模 擬 議 会 へ の あ ゆ み
生徒の皆さんが高校生模擬議会に向けてどのように調査し、活動してきたのか紹介します。

12グループからそれぞれ議員役1名を決め、
町政について質問をしました。質問内容は次のページです。

考える
各グループに分かれ、町の
課題を見つけだし、その解
決に向けた過程を考える。

見　る
六戸町定例会を傍聴し、議員と執
行部との質疑応答を見て、議会の
仕組みを学ぶ。

調べる
郊外調査で、インタビュー、アン
ケート、実地検証を行い、町の現
状を確認する。

対話する
町行政の第一線で活躍する六戸町
職員とのワークショップで、町の
課題について解決策を探る。

高 校 生 模 擬 議 会 へ

グループで再検討

町職員とのワークショップ

町内の子育て中の方や外国
人など、多彩な講師を招き、
意見を聞き、町の現状、課
題を考察しました。

▲ 考える

調べる

▲

模擬議会は、知識が増えるとて
も良い機会だった。この議会で、
１つの事をするためには、未来
も見据え物事を考えるというこ
とを学びました。

市川 透悟さん

議会を終えて

議会をしてみて

佐藤 菜々実
さん

私は模擬議会で議長を務めまし
た。人生でとても良い経験がで
きたと思います。今回の模擬議
員の一般質問を受けて、これか
らの六戸町が発展することを
願っています。

議長を経験して

町議員と調べた内容の精査

町で就労する外国人より意見を聞く

今回の模擬議会で、話し合いの
大切さを改めて感じました。町
を住みやすくすることによって、
移住者が増えると思うし、町を
気に入ってもらえると思うので、
頑張って欲しい。

中村 敬汰さん

私たちが質問をしても、何も変
わらなければ意味がないので、
少しでも検討、実行していただ
ければと思います。六戸町を人
口の多い、暮らしやすい町にし
てくれることを祈っています。

山本 こころさん

私が思っていたよりとても多く
の問題や対策を考えて対応して
いることが分かり、町への信頼
が強くなりました。調べても分
からなかったプレミアムシャモ
ロック＃６の凄さも知ることが
でき、とても驚きました。

工藤 琉稀さん

今回の
模擬議会の
会議録

ここから

読めるよ！

私たちの班は、男女共同参画社会について質問しました。この場にいる方々は全員男性ばかりであると指摘した際に、
前は女性がいたと回答されましたが、過去についてではなく、質問に添った回答が欲しかったです。（佐々木姫愛）

模擬議会
トピックス
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問問　
六
戸
高
校
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
活
動
の

一
環
と
し
て
、
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
メ

イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
使
い
新
商
品
を
開
発
し
、

道
の
駅
で
の
販
売
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
等
、
町
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
考
え

は
な
い
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

町
特
産
品
を
使
っ
た

加
工
品
が
少
な
い
現
状

に
お
い
て
、
町
内
産
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
、

町
を
代
表
す
る
次
世
代
の
特
産
品
と
し
て
積

極
的
に
押
し
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
六
戸
高
校
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
メ
イ
プ

ル
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

問問　
世
界
的
問
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
に

対
し
て
、
町
の
対
策
は

町
長
町
長　
当
町
で
は
、
六
戸
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、
役
場
庁

舎
及
び
町
の
施
設
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
町
の
バ
ス
な
ど
の
公
用
車
を
電
気
自

動
車
に
転
換
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か

町
長
町
長　
現
在
、
町
公
用
車
の
電
気
自
動
車

の
保
有
状
況
は
、
乗
用
車
１
台
で
す
。

公
用
車
の
電
気
自
動
車
へ
の
転
換
は
、
航
続

距
離
、
価
格
の
課
題
も
あ
り
、
一
斉
更
新
の

葛
か

西
さい

 小
こ

春
はる

議員

質問者

井
いの

上
うえ

 莉
り

緒
お

議員

質問者

法
人
ろ
く
の
へ
自
然
塾
に
対
し
、
現
在
、
当

町
と
町
観
光
協
会
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
や
販
売

支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
産
体

制
が
整
っ
た
際
に
は
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
定
は
、
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

蓄
電
池
の
技
術
や
価
格
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

更
新
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ビ
オ
ト
ー
プ
活
動

へ
支
援
を
し
て
も
ら
い
、

み
ん
な
で
作
っ
た
メ
イ
プ

ル
シ
ロ
ッ
プ
を
町
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
問
題
に
向
き
合
い
、

抱
え
き
れ
な
い
大
き
な
問

題
か
ら
も
目
を
背
け
な
い

町
と
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
質
問
し
ま
し
た
。

量
産
体
制
化
に
期
待

―
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
―
町
長

町
の
活
性
化
に

メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
は

　

私たちが考えた議案を町長さんたちも考えてくれ、貴重な体験ができました。六戸で作ったメイプルシロップを
ふるさと納税に加えてもらえれば、六戸町の知名度も上がると考えています。（戸舘瑠衣）

模擬議会
トピックス
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問問　
新
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学
校
で
の
放

課
後
や
、
休
日
に
友
達
同
士
が
遊
べ
る

よ
う
に
学
校
の
近
く
に
新
た
な
児
童
館
を
建

設
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
令
和
７
年
の
開
校
時
に
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
六
戸
児
童
館
と
七
百

児
童
館
、
大
曲
小
学
校
の
学
童
保
育
所
を
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
は
必
要
な
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
に
お
い
て

は
、
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
子
ど
も
達
が
憩

え
る
場
所
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て

重
要
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
私
ど
も
自
治

体
の
大
切
な
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
町
内
の
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の
飼
育
羽
数

を
増
や
す
取
り
組
み
と
、
生
産
、
加
工
、

販
売
ま
で
行
う
６
次
産
業
化
の
可
能
性
は
。

　
ま
た
、
６
次
産
業
化
に
対
し
て
町
で
補
助

を
行
っ
て
み
て
は

町
長
町
長　
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の
雛
は
県
内
の
指

定
業
者
の
み
の
生
産
、
飼
育
に
な
り

ま
す
。
当
町
に
は
雛
を
生
産
す
る
た
め
の
施

設
が
な
い
た
め
、
飼
育
羽
数
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
次
産
業
化
す
る
場
合
、
現
状
の

規
模
で
新
規
の
加
工
施
設
、
飼
育
施
設
を
建

設
す
る
等
、
土
地
、
施
設
等
に
数
10
億
円
以

上
か
か
る
と
想
定
さ
れ
、
６
次
産
業
化
す
る

の
は
現
状
で
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
６

柏
かしわざき

崎 晴
はる

紀
のり

議員

質問者

中
なか

村
むら

 徠
らい

禅
ぜん

議員

質問者

次
産
業
化
に
対
し
て
町
と
し
て
補
助
を
行
う

こ
と
は
、
６
次
産
業
化
の
規
模
に
も
よ
り
ま

す
が
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

既
存
の
児
童
館
で
対
応―

町
長

財
政
状
況
を
考
え
て
検
討

―
町
長

児
童
館
も
新
設
を

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の

６
次
産
業
化
を

今
の
ま
ま
で
は
、
離
れ
た

場
所
の
友
達
と
遊
ぶ
場
所

が
な
く
、
子
ど
も
達
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
ば
か
り

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
い
質
問
し
ま
し
た
。

町
の
特
産
品
の
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
を
も
っ
と
発
展

さ
せ
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
質
問
し
ま
し

た
。

模擬議会までの準備で改めて六戸町のことを知った。少しでも六戸町が良い町になるように取り組んできました。
前向きな回答が多かったので、町に人が訪れる環境になるのではないのかなと思いました。（奈良桃歌）

模擬議会
トピックス
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石
いし

原
はら

 麻
ま

衣
い

議員

質問者

豊
とよ

川
かわ

 碧
あお

生
い

議員

質問者

問問　
若
い
人
々
が
増
え
る
た
め
に
は
、
若

い
夫
婦
や
若
い
女
性
が
住
み
や
す
い
町

を
つ
く
る
こ
と
で
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
に
女
性
や
若

者
が
集
い
、
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ
と
し
て
利

用
で
き
る
公
共
施
設
は
あ
り
ま
す
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

町
内
に
、
カ
フ
ェ
と

し
て
利
用
で
き
る
公
共

施
設
は
、
道
の
駅
ろ
く
の
へ
の
飲
食
ス
ペ
ー

ス
や
六
戸
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で

開
催
し
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
、
ま
ち
カ
フ

ェ
メ
イ
プ
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問問　
ゼ
ロ
か
ら
カ
フ
ェ
を
つ
く
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
や
カ

フ
ェ
経
営
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
支
援

は
で
き
な
い
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

カ
フ
ェ
に
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
た
め
の
費
用
の

補
助
は
、
現
在
利
用
で
き
る
公
共
施
設
が
な

い
た
め
、
補
助
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
体
と
し
て
カ
フ
ェ
経
営
そ
の
も
の

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

現
状
で
は
難
し
い

―
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問問　
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を
増
や
す
た

め
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
の
農
業
体
験

や
、
農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

す
る
考
え
は

町
長
町
長　
当
町
で
は
園
児
た
ち
に
、
畑
で
の

種
ま
き
、
苗
植
え
、
収
穫
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
も
、

校
内
敷
地
近
く
の
畑
を
利
用
し
、
農
業
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農
者
に
対
し

て
の
補
助
金
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
農
政

課
前
に
設
置
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
等
を
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
お
試
し
就
農
制
度
と
し
て
、
空
き
家

等
を
利
用
し
、
短
期
間
の
田
舎
暮
ら
し
、

就
農
体
験
を
実
施
出
来
な
い
か

町
長
町
長　
当
町
で
は
就
農
体
験
が
で
き
る
場

所
が
１
軒
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
今
は
休
業
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
制
度
を
継
続
―
町
長

集
い
の
場
と
し
て

カ
フ
ェ
を
設
置
し
て
は

農
業
後
継
者
を
増
や
す対策

は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
耕
作
放
棄
地
を
整
備
し
、
新
規
就
農
者
に

貸
し
出
す
た
め
の
制
度
を
つ
く
れ
な
い
か

人
と
人
が
話
し
合
え
る
。

そ
し
て
、
子
ど
も
達
が

遊
べ
る
場
所
を
作
っ
て

欲
し
い
と
思
い
質
問
し

ま
し
た
。

農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

増
や
す
た
め
、
様
々
な
方
法
で

農
業
を
や
っ
て
み
た
い
人
を
増

や
す
た
め
の
学
べ
る
環
境
作
り

を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

９番の一般質問後の再質問の時、笑いが起こったのはおかしいと思いました。問題が軽視されていると感じました。
問題意識をもっともって欲しいと思いました。（湊陽向）

模擬議会
トピックス
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木
き

村
むら

 子
しりゅう

竜 議員

質問者

戸
へ

來
らい

　海
かい

議員

質問者

問問　
給
食
費
無
償
化
は
、
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

が
、
無
償
化
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
当
町
の
学
校
給
食
は
、
十
和
田
市

と
連
携
し
て
広
域
事
務
組
合
と
い
う

形
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
六
戸
町
だ
け
で

決
定
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
と
、
給
食

に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
無
償
化
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問問　
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合
に

必
要
な
年
間
の
予
算
は
い
く
ら
か

町
長
町
長　
無
償
化
し
た
場
合
の
年
間
経
費
は

令
和
４
年
度
の
数
値
で
、
年
間
５
１

６
５
万
５
１
０
０
円
の
見
込
み
で
す
。

給
食
導
入
の
経
緯
か
ら

難
し
い
―
町
長

問問　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
新
設
さ

れ
る
義
務
教
育
学
校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

と
蓄
電
池
を
設
置
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
補
助
事
業
を
受
け
る
た
め
の
条
件

等
の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
、
今

回
は
設
置
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
地
球
温
暖
化
政
策
の
動
向
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
情
勢
の
変
化
、
ま
た
町
有
地
の
利
活
用
等

も
考
慮
し
な
が
ら
町
の
課
題
と
し
て
調
査
検

討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
に
向
け
て
検
討
―
町
長

学
校
給
食
費
を

無
償
化
し
て
み
て
は

※
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
し
て
は

※
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
…

環
境
省
に
よ
り
、「
２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
旨
を
首
長
自
ら
が
又
は

地
方
自
治
体
と
し
て
公
表
し
た
地
方
自
治
体
」を
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

問問　
六
戸
町
と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
と
地
球
温
暖

化
対
策
を
と
も
に
考
え
る
機
会
と
捉
え
て
、

内
容
や
方
法
も
含
め
実
施
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

給
食
費
無
償
化
に
よ
っ
て

ど
の
く
ら
い
多
く
の
人
が

助
か
る
か
、
事
務
担
当
者

が
ど
の
く
ら
い
楽
に
な
る

の
か
を
訴
え
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
関
心
の
高
い

優
し
い
町
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、

若
い
人
た
ち
が
暮
ら
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
質
問
し
ま
し
た
。

オンデマンドバスの方が町民バスよりも需要があると考え提案しましたが、回答は需要があるのかということで
した。私は需要があると思います。今後、私たちの意見が少しでも町の活性化に繋がることを願います。（中嶋星）

模擬議会
トピックス
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佐
さ

藤
とう

 璃
り

華
ふぁ

議員

質問者

下
した

道
みち

 銀
ぎん

士
じ

議員

質問者

問問　
女
性
の
活
躍
は
、
個
性
と
多
様
性
を

尊
重
す
る
社
会
実
現
の
た
め
重
要
と
考

え
ま
す
。
女
性
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
町
づ
く
り
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会

に
関
す
る
町
の
考
え
は

町
長
町
長　
町
で
は
男
女
が
と
も
に
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
対
等
な
立
場

で
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
社
会
の
形
成
に
向
け
、
意
識
改
革
や
社
会

環
境
整
備
の
推
進
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
六
戸
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
や

六
戸
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、

必
要
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問問　
六
戸
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
、

具
体
的
な
目
標
数
値
及
び
達
成
期
日
が

計
画
を
策
定
し
推
進
―
町
長

問問　
舘
野
公
園
を
さ
ら
に
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
舘
野
公
園
内

に
無
料
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
っ
て
は　

町
長
町
長　
現
在
、
新
し
い
施
設
を
作
る
整
備

計
画
は
な
く
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の

設
置
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問問　
キ
ャ
ン
パ
ー
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
舘
野
公
園
内
の
キ
ャ
ン

プ
場
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
て
は

町
長
町
長　
今
後
、
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

で
改
修
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
に

は
、
水
洗
化
を
含
め
、
洋
式
化
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問問　
さ
つ
き
沼
周
辺
の
遊
歩
道
が
ぬ
か
る

ん
で
い
る
。
補
修
を
し
て
は

町
長
町
長　
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
改
修
事

業
に
お
い
て
、
さ
つ
き
沼
の
木
製
橋

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
遊
歩
道
の
路
面
補
修
を
行
い
、
整
備
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
注
視
―
町
長

男
女
共
同
参
画
社
会
の考え

は

舘
野
公
園
の
整
備
、利活

用
は

記
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は

町
長
町
長　
具
体
的
な
数
値
目
標
に
関
し
て
は
、

令
和
３
年
４
月
に
更
新
し
た
六
戸
町

特
定
事
業
主
行
動
計
画
で
定
め
て
い
ま
す
。

六
戸
町
の
老
若
男
女
が

共
に
活
躍
し
、
住
み
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
願

い
質
問
し
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
舘
野
公
園
を
も

っ
と
使
い
や
す
く
し
、
町

内
外
の
人
に
舘
野
公
園
の

魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

提案を今すぐには、実行できなくても、検討するという前向きな意見が出ていて良かったです。この模擬議会が
町の発展へと繋がっていけば幸いです。（吉田菜々美）

模擬議会
トピックス
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苫
とま

米
べ

地
ち

 美
み

優
ゆ

議員

質問者

有
あり

馬
ま

 大
やま

和
と

議員

質問者

問問　
町
内
に
住
む
交
通
手
段
の
少
な
い
外

国
人
の
た
め
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
導
入
し
て
は

町
長
町
長　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
利
用
す

る
方
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
便
利
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
導
入
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
需
要
が
増

す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

車
両
交
通
手
段
と
し
て
、
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問問　
外
国
人
と
町
の
人
が
交
流
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
場
所
を
作
れ
な
い
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

当
町
に
住
む
一
般
の

外
国
人
の
方
々
と
地
域

住
民
が
交
流
で
き
る
公
的
な
場
所
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
町
観
光

協
会
や
各
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
方
々
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ど
う
す
れ
ば
交
流
が

進
む
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

需
要
が
高
ま
れ
ば
検
討―

町
長

問問　
人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
、
若
い
世
代

の
人
口
流
出
抑
制
と
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン

を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
施
策
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

特
に
高
等
学
校
卒
業

生
の
方
々
に
対
す
る
施

策
と
し
て
、
当
町
も
参
加
す
る
三
沢
地
区
雇

用
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
県
内
就
職
を
希

望
す
る
高
校
生
に
対
し
て
、
地
元
企
業
か
ら

の
求
人
募
集
を
県
外
企
業
よ
り
も
早
期
に
行

う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

問問　
若
い
世
代
が
六
戸
町
に
戻
っ
て
き
た

い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

起
業
資
金
助
成
制
度
と
就
業
助
成
補
助
の
制

度
を
作
っ
て
み
て
は

魅
力
あ
る
企
業
の
町
内
誘
致

に
努
め
る
―
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

導
入
し
て
は

若
い
世
代
の
人
口
流
出
を

防
ぐ
に
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

現
在
は
町
独
自
の
起

業
資
金
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
町
の
独
自
の
新
た
な
就

業
補
助
制
度
の
設
立
に
関
し
て
は
、
有
効
性

と
必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
つ
つ
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
の
で
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入

し
、
外
国
人
や
町
民
が
も
っ

と
よ
り
よ
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
欲
し
い
と
思

い
質
問
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
人
口
流
出
が

抑
制
さ
れ
、
若
者
の
人
口

が
増
え
、
就
職
場
所
が
増

え
て
町
が
も
っ
と
発
展
し

て
欲
し
い
と
思
い
質
問
し

ま
し
た
。

実際に質問を考えることの難しさを感じました。また、町だけでは解決できない問題もあったので驚きました。
この模擬議会が、今後の六戸町の活性化につながっていけば良いなと思いました。（角鹿未空）

模擬議会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
、
議
員
の
任
期
も
三

か
月
を
切
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

八
月
の
大
雨
で
、
町
道
法
面
の

崩
落
や
、
農
地
へ
の
浸
水
に
よ

り
、
六
戸
の
主
力
野
菜
、
長
芋
、

ゴ
ボ
ウ
に
多
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
、

農
家
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
町
の
行
事
が
中
止

や
縮
小
さ
れ
て
の
開
催
と
な
り
、

町
民
の
声
を
あ
ま
り
聞
く
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
、
町

の
施
策
に
対
し
て
、
町
民
の
意

見
を
載
せ
る
こ
と
が
出
来
て
、

大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
広
報
委

員
会
に
町
民
み
な
さ
ん
の
声
を

届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
委
員
　
長
根
一
男

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

副
委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

委　
　

員　
川
　
村
　
重
　
光

杉
　
山
　
茂
　
夫

　
長
　
根
　
一
　
男

　
種
　
市
　
正
　
孝

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
　
重
　
光

編
集
後
記

大
曲
ベ
ア
ー
ズ

　
野
球
を
始
め
た
の
は
、
小

学
校
３
年
生
の
時
に
友
だ
ち

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
曲

ベ
ア
ー
ズ
に
入
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
当
時
は
、
友

だ
ち
と
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
ろ

う
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
の
父
親
が
野
球
好
き
で
、

「
サ
ッ
カ
ー
は
だ
め
だ
。
や

る
な
ら
野
球
だ
」
と
勧
め
ら

れ
て
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
野
球
に
興
味
は

な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、

や
っ
て
み
た
ら
楽
し
く
て
。

野
球
の
楽
し
さ
を
知
れ
た
の

は
、
父
親
と
大
曲
ベ
ア
ー
ズ

の
お
陰
で
す
ね
。

自
分
の
力
を
試
し
た
い　

　
高
校
は
八
戸
学
院
光
星
高

等
学
校
（
以
下
、
光
星
と
称

す
。）
の
野
球
部
か
ら
声
を

掛
け
て
も
ら
い
進
学
し
ま
し

た
。
光
星
の
レ
ベ
ル
に
自
分

が
付
い
て
い
け
る
か
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
３
年

生
の
時
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

良
く
な
っ
た
の
で
、
自
分
の

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
ど
こ
ま
で

通
用
す
る
か
試
し
た
い
と
思

い
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
光
星
へ
進
学
後
、
腰
を
悪

く
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
通
院
し
な
が
ら
練
習
は

休
ま
ず
続
け
ま
し
た
。
離
脱

し
た
ら
す
ぐ
に
自
分
の
代
わ

り
が
い
る
の
で
、
絶
対
に
負

け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
頑
張
り
ま
し
た
。

甲
子
園

　
夏
季
青
森
県
高
校
野
球
大

会
で
は
準
決
勝
、
決
勝
と
試

合
が
す
べ
て
１
点
差
で
最
後

ま
で
苦
し
か
っ
た
で
す
。
甲

子
園
に
行
け
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
瞬
間
も
実
感
が
湧
か
な

く
て
、
甲
子
園
球
場
に
入
場

行
進
の
練
習
で
入
っ
た
時
に
、

や
っ
と
こ
の
場
ま
で
来
た
ん

だ
と
実
感
し
、
感
動
し
ま
し

た
。
甲
子
園
２
回
戦
の
愛
工

大
名
電
と
の
試
合
の
時
は
、

初
戦
の
時
よ
り
も
球
場
内
の

大
観
衆
や
大
歓
声
が
凄
く
、

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

延
長
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
甲
子
園
は
本
当
に
い

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
は

　
小
学
生
の
時
に
甲
子
園
球

場
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
そ

の
時
に
「
自
分
も
い
つ
か
こ

の
球
場
で
野
球
の
試
合
が
し

た
い
」
そ
う
思
っ
て
、
小
学

生
の
時
か
ら
今
ま
で
野
球
に

打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
な

に
か
１
つ
目
標
を
も
っ
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
っ
た
ら
、
夢
は
叶
う
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
春
か
ら
は
、
八
戸
学
院
大

学
に
進
学
し
て
野
球
を
続
け

ま
す
。
将
来
は
野
球
選
手
か

野
球
の
指
導
者
な
ど
、
野
球

に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

川
村 

重
光

長
根 

一
男

（

）

　今回は、天間ちや
さんと金渕マサさん
です。

　　

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
小
松
ケ
丘
地
区
出
身
。
大
曲
小

学
校
３
年
生
の
時
に
大
曲
ベ
ア
ー
ズ
へ
所
属
。
中
学

時
代
は
三
沢
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
に
在
籍
。
七
百
中
学
校

卒
業
後
、
八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
へ
進
学
。
令
和

4
年
７
月
の
夏
季
青
森
県
高
校
野
球
大
会
の
決
勝
戦

で
は
、
先
制
打
と
ソ
ロ
本
塁
打
を
放
ち
、
夏
の
甲
子

園
へ
出
場
。
２
０
０
４
年
生
ま
れ
。
18
歳
。
父
、
母
、

姉
の
４
人
家
族
。

織お
り

笠か
さ

陽よ
う

多た

さ
ん

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、全国高校野球
選手権大会に青森県代
表として出場した織笠
陽多さんです。


